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写真3 恒例となってきたフォー ラム
事前準備としては、 10月初旬よりパンフレッ
ト作成、一般公募の「ホッと写真展」と村野
藤吾写真展の計画、その他を同時に進行させ
た。前日には主に会場設営、そして当日は司
会や記録などを行った。また当日の設営では
効率をあげるためブースの配置と必要な備品
を紙に書き出し、ゼミ生の共通理解の中で取
り掛かれるようにした。流れ作業を採用する
などしてみんなで取り掛かることで効率がアッ
プした。
私たちゼミ主催のプースではただの体力測
定にならないよう、楽しみながら取り組める
ように心がけた。測定方法もユニークだった
ので笑顔が多く見られるブースになったと思
う。
そして、今までは提供する側ではなく参加
する側だったので、裏方の事などあまり考え
た事はなかったが、このいのちの文化フォー
ラムでは、自分逹が体験することで裏方の仕
事の大変さがわかった。しかし、それが決し
てつらいことばかりではないこともわかった。
自分達の力で達成できたという充実感も味わ
う事ができた。
イベント全体を通しては、地域の方たちが
たくさん来られていて、みんな「健康」につ
いていろいろ考える良い機会になったと思う。
私たちはいろいろな先生方の発表を聞いて
「健康」について改めて考えることができ、
良い経験を積ませていただいた。
また、地域の人々と触れ合える機会もあっ
た。例えばフォーラムに参加されていた方に
記録用の写真を送ったことだ。学生に混ざっ
て体験できた記念になったと、とても喜んで
くださったので、私たちもとても嬉しく思い、
次回の開催への励みになった。今回の経験を
糧にして次回以降も学生と地域の方たちの絆
になるようなフォーラムにしていきたい。
東西いのちの文化フォーラム2006
～体力測定ブースの運営～
概要
野村健太
久保夏美
2006年11月23日（木・勤労感謝の日）関西
大学千里山キャンパスにおいて「東西いのち
の文化フォーラム2006」が開催された。
もともと「東西いのちの文化フォーラム」
は、外部の諸団体とのかかわりあいからスター
トしているのであるが、すべてのコンテンツ
を無料で開放することでさらに多くの外部か
らの参加者を得て、多様な「かかわりの場」
として定着してきている。
私たちのゼミでは、この「かかわりの場」
で、参加者のみなさんに健康について考えて
もらうことを目的として、同フォーラムの主
要行事である東西身体技法体験ワークショッ
プ「イキイキ健康博」会場に簡単な体カテス
トのブースを出展した。
方法
調査対象者は「東西いのちの文化フォーラ
ム」の参加者で、不特定多数の被験者を蒻っ
た。被験者には「体カテスト」と「質問紙調
査」を実施した。
体カテストの内容は、「閉眼片足立ち」「座
位ステッピング」「イスすわり立ちテスト」
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で、各種目のターゲットとする体力要素は、
それぞれ平衡性、敏捷性、瞬発力であった。
質問調査の内容は、「被験者の年齢」「現在
の日常の運動量」であった。
結果
その結果、 10歳から82歳までの計66名に対
してテストを実施することができた。今回は、
そのうちで61歳から77歳までの高齢者28名の
データを分析してみた。
結果は表1のようなもので、各テスト種目
の結果と、年齢や現在の運動習慣の間に有意
な相関関係は認められなかった。
考察
高齢者のなかでも規則的な運動習慣を持っ
ている人は残存体力も高いであろうと推測し
ていた私たちにとって、この結果は意外なも
のであった。そこで、私たちはさらに入念な
文献検索を行い、上記の結果について検討し
た。
たとえば福永らによると、獲得した筋量が
多い人ほど、その消失には時間がかかるとい
う。福永は、若いころからの鍛錬で十分な筋
量を獲得していれば、突然のアクシデントに
見舞われても脚の筋機能低下を遅らせること
ができ、十分に回復するための時間の余裕を
持つことが出来る、つまりいざというときの
貯金と同じであるとして「貯筋運動」を勧め
ている。1)
表 1
最大値
閉眼片足立ち（秒） 122 00 
座位ステッピング（回） 60 00 
椅子座り立ちテスト（秒） 26.00 
このような先行研究を参考に、私たちがた
どり着いたひとつの結論は、簡易体力測定を
行なって、被験者にその場で結果をフィード
バックするには、「現在の運動量」だけでな
く、「過去の運動歴」を調査すべきであろう
ということである。若いころにしっかり「貯
筋」している人と、高齢になってから運動習
慣を身につけた人とでは、体カテストの結果
が意味するところも異なってくるであろうし、
運動処方をする際にもその点には留意しなけ
ればならない。
今回の小規模な調査は、次年度に向けての
予備調査であるので、この結果を有効に利用
したいと考えている。
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最小値 平均値 標準偏差
3.00 21.89 27.05 
20.00 32.21 8.08 
9 00 13.41 4.08 
